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BREEDERS, VETERINARIANS, PET STORES, TRAINERS, AND SHELTERS 

 

「シリウス®子犬育てイニシアチブ “犬の専門家編”」 

ブリーダー、獣医師、ペットショップ、トレーナー、シェルターに向けて 

 

ブリーダー、獣医師、ペットショップは、生まれて間もない子犬と接触することになりま

す。そのため、どんな子犬育てのプログラムでも、成功するか否かはこの方々にかかって

います。また、この犬の専門家の方々には、子犬がシェルター送りにならないように、で

きるだけ早い時期に、飼い主がトレーナーと連絡がつくようにしてあげてほしいものです

。 

 

子犬は３ヶ月齢になるまでに、人に安全に社会化され、喜んで抱かれたり、ハンドリング

されたりできるようにしておかなければなりません。そうでなければ、若年期になると、

人に怯えたり、怖がったり、時には攻撃的になったりすることがあります。ですから、社

会化は早期に開始し、継続的に行う必要があるのです。 

 

子犬を家に迎えたその日から、「トイレトレーニング」「噛むオモチャのトレーニング」

「留守番トレーニング」を開始して、ずっと続ける必要があります。それができれば、家

を排泄物で汚す、物を噛んで壊す、無駄吠え、分離不安といった問題は予防できます。 

 

子犬には早期のマナートレーニングも有効です。ルアー／ご褒美トレーニングなら、時間

がかからず簡単で、楽しくできます。オスワリができるようになっただけで、望ましくな

い行動のほとんどを予防、あるいは中断することができるのですから、とてもメリットが

あります。 

 

「シリウス®子犬育てイニシアチブ」は、犬の専門家の方々に集結していただき、予防教

育プログラムを推進することを目的としています。このプログラムの普及を通じて、子犬

を飼うまえの重要な時期に、どのように子犬を選び、育てたらよいのか、すべての飼い主

が当たり前に学ぶことができるようにしたいのです。 

子犬の飼い主が必要な教育情報は、私の２冊の電子書籍「子イヌを飼うまえに」と「子イ

ヌを飼ったあとに」を無料でダウンロードできるように用意しました。次の課題は、子犬

をさがしている、飼ったばかりの人に、この情報の存在を確実に知らせることです。 

http://www.dlmarket.jp/product_info.php/products_id/180473
http://www.dlmarket.jp/product_info.php/products_id/180480/
http://www.dlmarket.jp/product_info.php/products_id/180480/


どうか、この２冊の無料書籍をダウンロードし（末尾に貴社名と問合せ先を記載して、カ

スタマイズしてご利用いただけます）、同僚、クライアントにメールして、その方々のお

知り合いで犬を飼っている人に転送してもらうよう強く勧めてください。あるいは私が承

認しますので、この無料電子書籍を CD に焼いて配布していただいても構いません。 

ブリーダー、獣医師、ペットショップは、非常に重要な時期に、これから子犬を飼う人、

初めて子犬を飼った人と直接コンタクトを取れる立場にあります。そのため、ちょうど良

いタイミングで、飼い主に、「失敗させないトイレトレーニング」「噛むオモチャのトレ

ーニング」「留守番トレーニング」「安全な社会化プログラム」を、子犬が家に来てから

数週間〜数ヶ月は続けるように教えていただけます。さらに、獣医師やペットショップは

、クライアントの膨大なデータベースを持ち合わせていることを考えると、たくさんの飼

い主を、無料情報で手助けできるはずなのです。 

 

トレーナーやシェルター関係者の多くは、ウエブに慣れていらっしゃいます。ですから、

やはり、クライアントのデータベースを使って、この教育プログラムを推進していただけ

るでしょう。 

 

子犬育てのパラダイムシフトを起こすのは、今です。これ以上遅らせないために、これか

らの飼い主と犬を救うために、短時間で多くの人々にアクセスしなければなりません。現

代のテクノロジーなら可能です。この２冊の電子書籍をできるだけ多くの飼い主のもとに

届け、次の子犬を飼う前に読んでもらいましょう。そして、その家族、友人、ご近所の人

が初めて子犬をさがす時にも、同じ情報をシェアしてもらいましょう。皆さんが「子犬育

てイニシアチブ」を支持し、日本国内のみならず世界中に、このプログラムを広めて下さ

ることを切に願っています。 

 

もしあたながブリーダー、臨床獣医師、ペットショップ、トレーナー、保健所/保護団体/

愛護団体の場合は、それぞれの犬の専門家へのDr.ダンバーからのメッセージをクリック

してお読みください。 

 

http://dogresortwoof.jp/seminar/For_BREEDERS.pdf
http://dogresortwoof.jp/seminar/For_VETERINARIANS.pdf
http://dogresortwoof.jp/seminar/For_PET_STORES.pdf
http://dogresortwoof.jp/seminar/For_TRAINERS.pdf
http://dogresortwoof.jp/seminar/For_SHELTERS.pdf
http://dogresortwoof.jp/seminar/For_SHELTERS.pdf

